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1．はじめに 

この度は、GHS 混合物分類判定ラベル/SDS 作成支援システム（NITE-Gmiccs）(以下、「本システム」という)

をご利用いただきありがとうございます。 本システムは、事業者が化学品の混合物（製品）を管理するために GHS の

分類を実施し、これに基づいたラベル/SDS 作成を支援することを目的としています。本システムは、混合物（製品）

の組成情報等を取り込む機能、単一化学物質の GHS 分類情報等を取り込む機能、混合物（製品）の GHS 分

類を判定する機能、ラベル情報、SDS 様式を出力する機能を備えています。 この操作説明書では、本システムをご

利用いただくための設定や、使い方を確認できます。 

 

なお、本説明書では、化学物質、混合物(製品)について以下のように定義します。 

・化学物質：天然に存在するか、又は任意の製造過程において得られる元素及びその化合物。 

・混合物(製品)：互いに反応を起こさない 2 つ以上の化学物質を混合したもの。 

 

1．1．本システムによる混合物分類判定ラベル/SDS 作成支援の流れ 

 

STEP1 対象となる混合物（製品）について、組成情報等を入力します。 

STEP2 不足する単一化学物質の GHS 分類情報等を入力します。 

STEP3 入力した情報を元に混合物（製品）の GHS 分類を自動で判定します。 

STEP4 判定した GHS 分類情報をラベルに出力します。 

STEP5 判定した GHS 分類情報を SDS 様式に出力します。 
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1．2．機能概要 

本システムの主な機能は以下のとおりです。 

✓ GHS 分類の自動類推機能およびラベル/SDS 要素出力機能 

入力された製品の基本情報(形状、引火点など)と組成情報(含有物質、含有率)から、GHS 分類の類推を行

います。また、その結果に基づいたラベル/SDS 要素の出力を行います。GHS 分類は国連 GHS 文書改訂 6 版」

を基にした「UN」と「JIS」の 2 つから選択することが可能です。なお、国内法令で SDS が求められている場合は、

JIS を選択するよう努めて下さい。 

※ 物理化学的性状については原則として混合物自体の試験データが必要です。本システムの主な対象は健

康有害性と環境有害性です。詳細な分類ロジックについては「別紙 NITE-Gmiccsの分類ロジック」を参照

して下さい。 

 

✓ 収載されている化学物質情報 

本システムでは、デフォルトで独立行政法人製品評価技術基盤機構(NITE)から公開されている約3,000物質

の NITE 統合版 GHS 分類結果を搭載しております。公開データ以外の化学物質については、利用者にて登

録することが必要です。詳細な分類ロジックについては「別紙 NITE-Gmiccs 収載化学物質一覧」を参照して

下さい。 

※ 本システムに搭載している NITE 公開データの英語名の一部については、本システム独自の英語名称を使用

しております。独自の英語名称については名称の頭に「＊」を設定しております。 

 

✓ 混合物（製品）組成情報、単一化学物質情報、混合物 GHS 情報、ラベル/SDS 情報のエクスポート、イ

ンポート 

混合物（製品）組成情報、単一化学物質GHS情報等を指定のフォーマット(CSV)で入力(インポート)、出力

(エクスポート)、する事が可能です。分類された混合物GHS情報、ラベル/SDS情報は指定のフォーマット（xlsx）

で出力が可能です。 

 

✓ 日本語、英語にシームレスに対応 

どのページからでも日本語版、英語版に切り替えることが可能です。ファイルを出力（エクスポート）する際の言語

は日本語、英語を選択することができます。 

 

✓ 臓器種名統合機能 

特定標的臓器毒性(単回ばく露、反復ばく露)の分類判定の際に表示される臓器の名称を本システム独自の統

合ルールに基づいてまとめることが可能です。これによりラベル要素の簡略化をすることが可能です。機能の詳細に

ついては「補足１．臓器種名統合機能」を参照して下さい。 

 

✓ 注意書き絞り込み機能 

本システム独自のルールに則り注意書きのフレーズを 4 段階に絞り込む事が可能です。 

これによりラベル要素の簡略化をすることが可能です。 

機能の詳細については「補足２．注意書き絞り込み機能」を参照して下さい。 
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1．3．利用環境について 

 

✓ 利用ブラウザ 

 

本サイトは、インターネットが利用できる環境下において利用することが可能です。 

ご利用端末に下記の Web ブラウザがインストールされていることをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ サービス利用時間 

 

本サービスは、24 時間 いつでもご利用可能です。 

 

  

MicroSoft Edge 

 ◆利用ブラウザについて 

 上記以外のブラウザ、また、バージョンの違いによる動作保証はしていません。 
注意 
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1．4．サイト利用について 

✓ 情報の共有について 

 

本サイトで登録する情報は、他のユーザと共有することはできません。 

よって、自分が登録したデータが、他のユーザから参照されることは一切ありません。 

 

共通データは、NITE によりあらかじめ作成された NITE 統合版 GHS 分類結果のみとなります。 

この情報のみ参照（修正不可）情報としてご利用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 情報の保管について 

 

本サイトで登録する情報は、操作終了後に一定時間を経過したあと、すべて消去されます。 

 

ただし、システムを利用している間（画面を開く／遷移する、データ検索する、更新等）で画面操作を行っている

限りは、削除されません。 

 

 

 

  

 データ消去のタイミング 

 ●ブラウザを開いたまま、2 時間以上何もしないで放置した場合。 

 ※2 時間は目安時間と考えてください 

 ●ブラウザをすべて閉じて、TOP メニューから再度利用開始した場合。

  

メモ 

 データの共有 

 ●他のユーザとデータ共有しません。 
メモ 
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2．システム操作説明 

2．1．システム共通仕様  

2．1．1．画面仕様 

 

本サイトの画面の基本レイアウトを説明します。 

 

 （１）画面イメージ 

 
 

 （２）項目説明 

項目 説明 

①ヘッダ部 運営サイトのロゴ、および、言語切り替えを表示します。 

Nite ロゴ 製品評価技術基盤機構 ホームページに遷移します。 

言語 （1.2 言語の選択）を参照してください。 

②共通メニュー 使い方 システムの使い方 サイト画面を開きます。 

 収載リスト 収載リスト サイト画面を開きます。 

 分類ロジック 分類ロジックの説明 サイト画面を開きます。 

 SDS 作成について SDS 作成ついての説明 サイト画面を開きます。 

 FAQ よくある質問 サイト画面を開きます。 

 お問合せ お問合わせ サイト画面を開きます。 

 GHS 関連情報 GHS 関連情報 サイト画面を開きます。 

③遷移メニュー STEP1～ 

STEP5 イメージ 

STEP１～STEP5 画面に遷移します。 

 

④コンテンツ  各画面別の処理・表示領域です。 

 

 

  

① 

 

 

② 

 

 
③ 

 

 
④ 
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2．1．2．言語の選択 

 

本サイトは、日本語と英語表記の切り替え表示が可能です。 

画面の表記、メッセージ、出力ファイル等の表記が指定言語に切り替わります。 

どのページからでも自由に日本語、英語に切り替えが可能です。 

 

 （１）画面イメージ 

 
  

 画面右上部の、日本語|English を押下して交互に切り替えします。 

 

 （切替え後） 

 
 

 

 

 

  

 ●切り替え後でも入力情報は維持されます 

メモ 
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2．1．3．画面入力の基本操作 

 

画面情報入力時における入力操作全般の共通仕様を説明します。 

 

 （１）画面イメージ 

 
 

 画面内のカーソル項目間移動は、「Tab」キーで行います。 

 

 （２）項目説明 

項目 画面表記 説明 

①必須項目 
 

必須項目をお知らせ 

②項目説明 

 
 

？クリックで説明をポップアップ表示します。 

 

 

 
説明は、数秒表示後に自動で閉じます。 

 

⑥ 

 

 

③ 

 

 

① 

 

 

⑤ 

 

 

④ 

 

 

②  

 

 

 

⑦ 
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③④⑤ 

入力エリア 

 

 
③オレンジ枠：現在の入力エリア 

④赤枠：入力エラー 

⑤緑枠：変更点があったエリア 

 

⑥入力中の 

メッセージ 

入力中にエラーがあった場合、左上にエラーメッセージを赤字表示します。 

・必須チェック 

・型（文字、数値）、桁数チェック 

・関連チェック 

⑦処理結果 

メッセージ 

登録、更新ボタンで右上に処理結果メッセージを表示します。 

数秒表示後、自動で閉じます。（×押下で早めに消すことも可能です） 

 

 
 

 

 

 

  

 ●入力中のチェックは、入力項目をカーソル移動したタイミングで判定します。 

メモ 
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2．1．4．検索一覧の共通仕様 

  

一覧検索の共通仕様を説明します。 

 

 （１）画面イメージ 

 

 （２）項目説明 

項目 画面表記 説明 

①検索条件 部分一致、完全一致の指定がない項目は、部分一致です。 

②メッセージ 検索ボタン押下時に、必要に応じて検索結果メッセージを表示します。 

③件数 検索後に件数表示します。 

④処理行選択 

 

 

 

 

  

選択削除 

 

ヘッダ部の全件選択（全件解除）ボタンをクリッ

クすると、全行の選択 ON／OFF を切り替えま

す。 

個別の場合、各行単位のチェックで ON／OFF

を切り替えます。 

 

選択削除ボタンをクリックして、チェックの付いた行

を削除します。 

 

⑤並び替え 

 

列ヘッダをクリックすることで、列単位の並び替え

を行います。 

昇順／降順で切り替わります。 

 

 

 

  

① 

 

 

② 

 

 

④ 

 

 

 ⑤ 

 

 

 ●一覧は、ページ単位で表示切替えせず、検索行すべてをスクロール表示します。  

●一覧の最大表示件数を超過した場合、再検索の要求メッセージを表示します。 

●混合物(製品)組成情報の最大表示件数は 500 件です。 

●単一物質(成分)GHS 情報の最大表示件数は 5000 件です。 

メモ 

③ 
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2．1．5．ファイルインポート処理について 

 

ファイルインポート処理の共通仕様について説明します。 

 

 （１）画面イメージ 

 
 

 （２）項目説明 

項目 説明 

①インポートデータ作成方

法 

インポート処理の説明書情報画面を開きます。 

②処理条件 〇差分（初期値） 

キー項目検索により、データがあれば更新、なければ登録します。 

 

〇全件置換 

登録されているデータを削除し、インポートデータで置き換えます。 

③テンプレート インポート用ファイルのダウンロードを行います。 

 

④処理結果メッセージ インポート結果を赤字表示します。 

正常終了時は、処理件数を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

 

 

② 

 

 
③ 

 

 

 ●インポートファイル様式は、CSV ファイルです。 

 ●1 行目（1 列目）は、必ず表題とし、2 行目以降がデータ部となります。 メモ 

 ●エラー発生時点で処理を中断します。 

 ●エラー発生時は、正常データがあっても取り込みは行いません。 メモ 

④ 

 

 



NITE-Gmiccs操作説明書 

 p. 12 

2．1．6．ファイルエクスポート処理について 

 

ファイルエクスポート処理の共通仕様について説明します。 

一覧検索データすべてが対象となります。 

 

 （１）画面イメージ 

 
 

 （２）項目説明 

項目 説明 

①エクスポート 一覧表示データをファイル出力します。 

 

②ダウンロードファイル 正常終了後、ダウンロードファイルが、ご利用端末のダウンロードフォルダに作

成されます。 

 

ダウンロードファイルには、CSV ファイルと複数の CSV ファイルを圧縮した ZIP

ファイルがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

 

 ② 

 

 

  ●エクスポートファイル様式は、CSV ファイルです。 

  ●エクスポートファイルをインポートファイルとして利用できます。 メモ 
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2．2．TOP メニュー  

2．2．1．本システムへのアクセス方法 

 

本サービスは、下記 URL からアクセスし、TOP メニューを開くことができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ◆TOP メニュー 

  https://www.ghs.nite.go.jp 
メモ 
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2．2．2．システムの利用開始と免責事項の確認 

 

システムの利用開始について 

   

１）本サイトの お知らせ情報 を確認します。 

 システムの利用開始は、中央の「混合物 GHS 分類・ラベルを作成する」を押下します。 

 
 

 

項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  混合物 GHS 分類・ラベ

ルを作成する 

 ボタン 確認画面を表示します。 

同意後、STEP１画面に遷移します。 

 

2  お知らせ  （表示） 運営サイトからのお知らせを表示します。 

 

 

  

  

② 

 

 

① 
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２）免責事項についての確認画面が表示されます。 

 内容をご確認ください。 

  「同意する」ボタンで利用画面に遷移します。 

 
 

３）STEP１画面が表示されます。 
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２．3．STEP1 混合物（製品）組成情報 

 

混合物組成情報の登録を行います。登録は、ファイルから一括登録、または画面から 1 件単位で 

登録する 2 通りの操作が可能です。 

 

2．3．1．混合物（製品）組成情報をファイルから一括登録（インポート）する。 

１）STEP１の下記画面から実行します。 

実行前に、組成情報のインポートファイルを作成しておいてください。 

テンプレート：テンプレートファイルをダウンロード可能です。 

 
項目説明については、下記の共通仕様を参照してください。 

（ 2．1．5．ファイルインポート処理について） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ●インポートファイルはテンプレ―トに沿って作成してください。 

 
メモ 
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２）処理条件（差分・全件置換）選択後、インポートボタンを押下します。 

 

 
 

３）インポートファイルを選択して、処理を実行します。 
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４）処理結果をメッセージで確認します。 

  （エラー発生時：発生箇所で処理中断） 

 
  

 

（正常終了時：取り込み件数を表示します） 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ●登録したデータは、組成物質一覧で確認できます。 

メモ 
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2．3．2．混合物（製品）組成情報を 1 件単位で新規登録する。 

 

１）混合物組成情報の新規入力画面は、STEP1 のリンクメニューから開きます。 

 
 

２）新規タブで入力画面が開きます。 

一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 

  

① 

 

 

② 
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（前頁より） 

 
 

項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  混合物（製品）ID 32 半角文字 半角文字で入力します。 

2  混合物（製品）名称 

（日本語） 

4000 文字 日本語名称を漢字等で入力します。 

3  混合物（製品）名称 

（英語） 

4000 半角文字 英語名称を入力します。 

4  国連番号  （表示） 選択した国連番号を表示します。 

5  国連補足番号  （表示） 選択した国連補足番号を表示します。 

6  検索  ボタン 国連番号検索画面を表示します。 

7  物理化学的性状  リスト選択 リストから選択します。 

8  引火点 4,1 数値 -999.9～999.9 の数値を入力します。 

9  初留点（沸点） 4,1 数値 -999.9～999.9 の数値を入力します。 

10  動粘性 4,1 数値 -999.9～999.9 の数値を入力します。 

 <化学物質一覧>    

11  物質 ID  半角文字 物質 ID の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

12  化学物質名称  文字 化学物質名称の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

13  CAS 登録番号  半角文字 CAS 登録番号を、ハイフン付き、または、ハイフンなし

で 

部分一致検索を行います。 

14  出典  リスト 登録済みの出典リストから選択、あるいは、入力文字

による出典の完全一致検索を行います。 

15  検索実行  ボタン 入力条件に従い検索を実行します。 

16  クリア  ボタン 検索条件、一覧を初期化します。 

 ＜化学物質一覧＞   化学物質情報を検索して一覧表示します。 

選択した物質情報を、組成情報一覧に反映します。 

17  □ 選択  チェック  
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18  物質 ID  （表示） 物質 ID を表示します。 

19  CAS 登録番号  （表示） CAS 登録番号 を表示します。 

20  出典  （表示） 出典 を表示します。 

21  化学物質名称  （表示） 化学物質名称 を表示します。 

22  GHS 分類情報  ボタン 化学物質詳細画面を開きます。 

（下記説明参照） 

23  追加する  ボタン 選択済みの物質情報を組成情報一覧に追加します。 

 ＜組成情報一覧＞   混合物の組成情報を最大 30 件で構成します。 

各物質の含有率を設定します。 

24  削除  ボタン  

25  CAS 登録番号  （表示） CAS 登録番号 を表示します。 

26  出典  （表示） 出典 を表示します。 

27  化学物質名称  （表示） 化学物質名称 を表示します。 

28  含有率  数値 0.1～100 までの数値を入力します。 

29  100%含有率  （表示） 100%換算ボタン押下で、 

含有率に対する 100%換算値を算出表示します。 

30  100%換算  ボタン 含有率に対する 100%換算値を算出表示します。 

（下記説明参照） 

31  閉じる  ボタン 何もせず画面を閉じます。 

32  登録  ボタン 入力した情報を登録します。 

（下記説明参照） 

 

３－１）基本情報、必要情報を順次入力します。 

   入力中のエラーは、左上にエラーメッセージを赤字で表示します。 

 
３－２）国連番号は、検索画面から選択設定します。 

直接入力は、できません。 

 （2．3．2．1．国連番号を検索する。）を参照してください。 
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３－３）組成情報を設定する。 

 （１）化学物質を検索表示します。 

  詳細情報ボタンで化学物質情報の詳細情報が参照（③）できます。 

  （2．4．3．3．化学物質情報を編集（参照）する。 ）を参照してください。 

※必要とする組成物質が表示されない場合は Step2 で先に登録してください。 

 （2．4．5．化学物質情報を 1 件単位で新規登録する。） 

（２）検索一覧から、組成物質として構成する物質情報を選択（①）します。 

（３）追加する（②）ボタンで組成情報一覧に反映します。  

 
 （４）組成情報一覧から追加された情報を削除することができます。（④） 

 （５）上記（１）～（４）を行った後、各組成物質の含有率（割合）（⑤）を入力します。 

 （６）入力後、100%換算を押下して、100%含有率を算出表示します。（⑥） 

 

 
 

 （７）入力値にエラーがある場合、メッセージが表示されますので正しい値に修正してください。 

①  

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

④ 

 

 

⑤ 

 

 

⑥ 
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４）全ての入力完了後、登録ボタンを押下します。 

 エラーがある場合は、エラーメッセージが表示されます。エラー内容に従い修正してください。 

 正常終了時、完了メッセージが表示されます。 

 
 

  

 ●共通の化学物質情報（NITE 登録情報）または Step2 で利用者が登録した 

化学物質情報が組成物質として選択できます。 
メモ 
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  （右上に表示されるメッセージ） 

 
 

 

 

 

 

 

５）正常終了時、完了メッセージが表示されます。 

 OK ボタン押下で画面を閉じます。 

 

 
 

 

  

 ●化学物質情報は、物質 ID で一意です。 

メモ 

 ●登録したデータは、組成物質一覧で確認できます。 

メモ 
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2．3．2．1．国連番号を検索する。 

 

１）混合物組成情報編集から、検索ボタンを押下して国連番号検索画面を開きます。 

 
２）国連番号を検索します。 

 
 

項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  国連番号  半角文字 前方一致検索します。 

2  品名  文字 部分一致検索します。 

3  検索  ボタン 検索を実行します。 

 ＜一覧＞    

4  国連番号  (表示)  

品名  (表示)  

国連分類  (表示)  

副次危険  (表示)  

容器等級  (表示)  

指針番号  （表示）  

5  閉じる  ボタン 何もせず画面を閉じます。 

6  確定  ボタン 選択行を設定します。 
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３）対象の行を選択後、確定ボタンを押下します。 

 
 

 
 

 

 

 

 

  

 ●呼出し元画面には、国連番号と補足番号が表示されます。 
メモ 
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2．3．3．混合物（製品）組成情報を検索する。 

2．3．3．1．混合物（製品）組成情報を一覧検索する。 

 

１）STEP1 画面に遷移します。 

 
 

２）混合物（製品）一覧で検索条件を入力後、検索実行を押下します。 

 
 

項

番 

項目 入力 

形式 

説明 

1  CAS 登録番号 半角文字 CAS 登録番号を、ハイフン付き、または、ハイフンなしで 

部分一致検索を行います。 

2  混合物（製品）名称 文字 混合物（製品）名称の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

3  混合物（製品）ID 半角文字 混合物（製品）ID の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

4  組成成分の含有率 数値 混合物（製品）の組成物質含有率による検索を行います。 

5  検索実行 ボタン 入力条件に従い検索を実行します。 

6  クリア ボタン 検索条件、一覧を初期化します。 

7  エクスポート ボタン 一覧表示中のデータを CSV ファイルに出力します。 

（2．3．3．5．混合物(製品)組成情報を CSV 出力す

る。） 

8  件数 （表示） 検索結果件数を表示します。 

 ＜一覧＞   

① 

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

④ 

 

 

⑤ 

 

 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

⑨ 

 

 

⑧ 

 

 

⑩ 

 

 ⑪ 

 

 

⑫ 
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9  □ チェック 行の削除指定を行います。 

全件選択／全件解除 ボタン ヘッダ部の全件選択（全件解除）ボタンをクリックすると、

全行の選択 ON／OFF を切り替えます。 

選択削除 ボタン チェック ON の行を削除します。 

（2．3．3．2．混合物（製品）組成情報を削除す

る。） 

10  混合物（製品）ID （表示）  

混合物名称 （表示）  

11  詳細情報 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する詳細情報画面を新規

タブで開きます。（2．3．3．3．組成情報を編集する。） 

12  コピー ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する詳細情報画面を新規

タブで開きます。（2．3．3．4．組成情報からコピー登録す

る。） 

 

 

 

 

 

2．3．3．2．混合物（製品）組成情報を削除する。 

 

１）削除対象データを検索します。（参照 2．3．3．1．混合物（製品）組成情報を一覧検索する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 ●組成情報の検索時の件数上限は、5,000 件です。 

メモ 

① 

 

 

③ 

 

 ② 
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２）全データを削除対象とする場合は、列ヘッダの全件選択（①）をクリックします。 

もう一度、同ボタン（全件解除）（①）をクリックすると、全選択を解除します。 

（全選択／全選択解除の繰り返し） 

 個別に選択する場合は、各行のチェック（②）をクリックします。 

 
 

３）選択削除ボタン（③）を押下すると、確認画面が表示されます。 

 “はい” で処理を実行します。”いいえ” で確認画面を閉じます。 

   

 
   （2 件削除チェックを外して実行） 

 



NITE-Gmiccs操作説明書 

 p. 30 

 

４）削除後、再検索して一覧表示します。 

 
 

 

2．3．3．3．組成情報を編集する。 

 

１）編集対象となるデータを検索します。 

（参照 2．3．3．1. 混合物（製品）組成情報を一覧検索する。） 

 編集対象の詳細情報ボタンをクリックします。 

 

 

２）組成情報詳細画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 
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 一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 
 

  

① 

 

 

② 
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 （2．5．1．1．組成情報を確認する）から呼び出した場合は、編集できません（参照表示で開きます） 

 
 

３）キー項目（混合物（製品）ID）以外は、編集可能です。 

 入力項目の編集内容については、下記を参照してください。 

  （参照 2．3．2．混合物（製品）組成情報を 1 件単位で新規登録する） 

  （参照 2．3．2．1．国連番号を検索する） 

 

４）編集後、更新ボタン押下します。 

 更新完了メッセージが、右上に表示されます。 

 （入力値にエラーがある場合は、エラーメッセージが表示されます。） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ●更新後も画面はこのままです。画面を閉じる場合、ブラウザの×で閉じます。 

メモ 
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2．3．3．4．組成情報からコピー登録する。 

 

１）化学物質情報を検索します。（参照 2．3．3．1．混合物（製品）組成情報を一覧検索する。） 

 コピー元対象データのコピーボタンをクリックします。 

 
 

２）化学物質詳細画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 
 

３）選択したデータのキー項目以外の情報を表示します。 

 新規キー項目（混合物（製品）ID）を入力してください。 

 入力項目の編集内容については、下記を参照してください。 

  （参照 2．3．2．混合物（製品）組成情報を 1 件単位で新規登録する） 

  （参照 2．3．2．1．国連番号を検索する） 

① 

 

 

② 
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４）編集後、登録ボタン押下します。 

 登録完了メッセージが表示されます。OK ボタン押下で画面を閉じます。 

 （入力にエラーがある場合は、右上にエラーメッセージが表示されます。） 
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2．3．3．5．混合物（製品）組成情報を CSV 出力する。 

 

１）混合物（製品）組成情報を検索します。  

（参照 2．3．3．1．混合物（製品）組成情報を一覧検索する。） 

 エクスポート ボタンを押下します。 

 
 

２）現在一覧表示中のデータが CSV ファイルに出力されます。 

 出力ファイルをクリックしてファイルを開きます。 
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３）Microsoft Excel が起動し、対象ファイルが開かれます。 

 
 

４）ダウンロードファイルは、ご利用 PC のダウンロードフォルダに作成されます。 

 ファイル名は、下記ルールに従い作成されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ●ファイル名 

 （固定文字：Product）＋（言語）＋（出力日付時間：yyyymmddhhnn）.csv 

    例）Product_JP_202104011342.csv 

     ※2021 年 4 月 1 日 13:42 に出力 

メモ 
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2．4．STEP2 単一物質(成分)GHS 情報 

  

STEP1 で登録した混合物組成情報のうち、不足する物質情報を一覧表示します。 

不足する化学物質情報の登録は、ファイルから一括登録、または画面から 1 件単位で 

登録する 2 通りの操作が可能です。 

 

2．4．1．不足情報を確認する。 

 １）STEP２画面に遷移します。 

 
 

 ２）不足情報を確認する※ を押下します。 

  マスタ未登録の物質情報があれば、件数と併せて一覧表示されます。 

 
 

  

   ●不足物質がある場合、STEP3 画面に遷移できません。 

メモ 
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 不足物質がない場合、データなしメッセージが表示されます。 
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2．4．2．不足情報を CSV 出力する。 

１）不足物質情報を検索します。 （参照 2．4．1．不足情報を確認する。） 

 エクスポート ボタンを押下します。 

 
 

２）現在一覧表示中のデータが CSV ファイルに出力されます。 

 出力ファイルをクリックしてファイルを開きます。 
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３）Microsoft Excel が起動し、対象ファイルが開かれます。 

 
 

４）ダウンロードファイルは、ご利用 PC のダウンロードフォルダに作成されます。 

 ファイル名は、下記ルールに従い作成されます。 

 
 

 

 

  

 ●ファイル名 

 （固定文字：Deficiency）＋（言語）＋（出力日付時間：yyyymmddhhnn）.csv 

    例）Deficiency_JP_202104011342.csv 

     ※2021 年 4 月 1 日 13:42 に出力 

メモ 
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2．4．3．化学物質情報を検索する。 

不足情報として挙がった化学物質の登録・編集を行う。 

 

2．4．3．1．化学物質情報を一覧検索する。 

 

１）STEP2 画面に遷移します。 

 
 

２）化学物質一覧で物質情報を検索します。 

 検索条件入力後、検索実行を押下します。 

 
 

項

番 

項目 入力 

形式 

説明 

1  物質ＩＤ 半角文字 物質 ID の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

2  化学物質名称 文字 化学物質名称の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

3  CAS 登録番号 半角文字 CAS 登録番号を、ハイフン付き、または、ハイフンなしで 

部分一致検索を行います。 

4  出典 リスト 登録済みの出典リストから選択、あるいは、入力文字による出

典の完全一致検索を行います。 

5  検索実行 ボタン 入力条件に従い検索を実行します。 

6  クリア ボタン 検索条件、一覧を初期化します。 

① 

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

④ 

 

 

⑤ 

 

 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

⑨ 

 

 

⑧ 

 

 

⑩ 

 

 ⑪ 

 

 

⑫ 
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7  エクスポート ボタン 一覧表示中のデータを CSV ファイルに出力します。 

（2．4．3．5．化学物質情報を CSV 出力する。） 

8  件数 （表示） 検索結果件数を表示します。 

 ＜一覧＞   

9  □ チェック 行の削除指定を行います。 

 全件選択/全件解除 ボタン ヘッダ部の全件選択（全件解除）ボタンをクリックすると、

全行の選択 ON／OFF を切り替えます。 

 選択削除 ボタン チェック ON の行を削除します。 

（2．4．3．4．化学物質情報を削除する。） 

10  物質 ID （表示）  

 CAS 登録番号 （表示）  

 出典 （表示）  

 化学物質名称 （表示）  

11  詳細情報 ボタン 選択した物質 ID に対する詳細情報画面を新規タブで開きま

す。（2．4．3．3．化学物質情報を編集（参照）す

る。） 

12  コピー ボタン 選択した物質 ID に対する詳細情報画面を新規タブで開きま

す。（2．4．3．2．化学物質情報からコピー登録する。） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ●検索対象データ 

  共通の化学物質情報（NITE 登録情報） ＋ 自分で登録したデータ が対象です。 
メモ 

 ●化学物質の検索時の件数上限は、5,000 件です。 

メモ 
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2．4．3．2．化学物質情報からコピー登録する。 

 

１）化学物質情報を検索します。（参照 2．4．3．1．化学物質情報を一覧検索する。） 

 コピー元対象データのコピーボタンをクリックします。 

 
 

２）化学物質詳細画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 

 
 

  

① 

 ② 
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３）選択したデータのキー項目以外の情報を表示します。 

 新規キー項目（物質 ID）を入力してください。 

 入力項目の編集（エラー表示）については、下記を参照してください。 

   （参照 2．4．5．化学物質情報を 1 件単位で新規登録する。） 

   （参照 2．4．5．1．特定標的臓器毒性を編集する。） 

 
    例）物質 ID を入力後、登録します 

 

４）編集後、登録ボタン押下します。 

 登録完了メッセージが表示されます。 OK ボタン押下で画面を閉じます。 

 入力にエラーがある場合、（新規登録時と同じ）右上にエラーメッセージが表示されます。 
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2．4．3．3．化学物質情報を編集（参照）する。 

 

１）編集対象となるデータを検索します。（参照 2．4．3．1．化学物質情報を一覧検索する。） 

 編集対象の詳細情報ボタンをクリックします。 

 
 

２）化学物質詳細画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

  
 

 

  

① 

 

 

② 

 

 

 ●自分が登録したデータのみ更新可能です。 

メモ 
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  サイト内共通のマスタ情報の場合、参照モードで開きます。 

 
 

 

 

 

３）キー項目（化学物質 ID）以外は、編集可能です。 

 入力項目の編集（エラー表示）については、下記を参照してください。 

  （参照 2．4．5．化学物質情報を 1 件単位で新規登録する） 

  （参照 2．4．5．1．特定標的臓器毒性を編集する） 

 

４）編集後、更新ボタン押下します。 

 更新完了メッセージが、右上に表示されます。 

 （入力エラーがある場合は、エラーメッセージが表示されます。） 

 
 

  

 

 

 

  

 ●更新後も画面はこのままです。画面を閉じる場合、ブラウザの×で閉じます。 

メモ 

 ●共通の化学物質情報（NITE 登録情報）の更新はできません。 

メモ 
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2．4．3．4．化学物質情報を削除する。 

 

１）削除対象データを検索します。 （参照 2．4．3．1．化学物質情報を一覧検索する。） 

 
 

 

 

 

 

２）全データを削除対象とする場合は、列ヘッダの全件選択（①）をクリックします。 

 もう一度、同ボタン（全件解除）（①）をクリックすると、全選択を解除します。 

（全選択／全選択解除の繰り返し） 

  個別に選択する場合は、各行のチェック（②）をクリックします。 

 
 

 

 

  

③ 

 

 

① 

 

 
② 

 

 

 ●自分が登録したデータのみ削除可能です。 

 ●共通の化学物質情報（NITE 登録情報）の削除はできません。 
メモ 

 ●自分が登録したデータのみ、削除チェック可能です。 

 ●共通の化学物質情報（NITE 登録情報）のデータはチェックできません。 
メモ 
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３）選択削除ボタン（③）を押下すると、確認画面が表示されます。 

 “はい” で処理を実行します。”いいえ” で確認画面を閉じます。 

 
 

４）削除後、再検索して一覧表示します。 
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2．4．3．5．化学物質情報を CSV 出力する。 

 

１）化学物質情報を検索します。 （参照 2．4．3．1．化学物質情報を一覧検索する。） 

 エクスポート ボタンを押下します。 

 

 

２）現在一覧表示中のデータが CSV ファイルに出力されます。 

 出力ファイルをクリックしてファイルを開きます。 
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３）Microsoft Excel が起動し、対象ファイルが開かれます。 

 
 

４）ダウンロードファイルは、ご利用 PC のダウンロードフォルダに作成されます。 

 ファイル名は、下記ルールに従い作成されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ●ファイル名 

 （固定文字：Chemical）＋（言語）＋（出力日付時間：yyyymmddhhnn）.csv 

    例）Chemical_JP_202104011342.csv 

     ※2021 年 4 月 1 日 13:42 に出力 

メモ 
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2．4．4．化学物質情報を一括登録（インポート）する。  

１）STEP２の下記画面から実行します。 

実行前に、インポートファイルを作成しておいてください。 

テンプレート：テンプレートファイルをダウンロード可能です。 

 

 
 

項目説明については、下記の共通仕様を参照してください。 

（共通仕様 2．1．5．ファイルインポート処理について） 

 

 

 

 

 

 

２）処理条件（差分・全件置換）選択後、インポートボタンを押下します。 

 

 
 

  

 ●インポートファイルの作成は、テンプレートファイルに沿って作成してください。 

 
メモ 
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３）インポートファイルを選択して、処理を実行します。 

 
 

４）処理結果をメッセージで確認します。 

   
（エラー発生時：発生箇所で処理中断） 

 

  
（正常終了時：取り込み件数を表示します） 

 

 

 

 

 

    

 ●化学物質情報は、自分で登録したデータ が対象です。 

 ●物質 ID は、一意（キー）コードです。 メモ 
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2．4．5．化学物質情報を 1 件単位で新規登録する。 

 

１）化学物質情報の新規入力画面は、STEP２の下記メニューから開きます。 

 
 

２）新規タブで入力画面を開きます。 

 一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 

 
 

  

① 

 

② 
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  （GHS 分類情報は、各有害性情報のクリックで表示／非表示の切替えが可能です。） 
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  （GHS 分類情報の 有害性情報をすべて閉じた場合） 

 

 

項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  物質 ID 32 半角文字 半角文字で入力します。 

2  CAS 登録番号 15 半角数字 CAS 番号の定義に基づき、ハイフン付きでチェックデジ

ットを含めた値を入力します。 

3  化学物質名称 

（日本語） 

4000 文字 日本語名称を漢字等で入力します。 

4  化学物質名称 

（英語） 

4000 半角文字 英語名称を入力します。 

5  出典元 256 文字 リストから選択、または直接入力します。 

6  窒素等価係数 11,2 数値 0～999,999,999.99 の数値を入力します。 

7  酸素等価係数 11,2 数値 0～999,999,999.99 の数値を入力します。 

8  PH 4,2 数値 0～14 の数値を入力します。 

9  可燃性または引火性ガ

ス最大濃度 

5,2 数値 0～100 の数値を入力します。 

10  可燃性または引火性ガ

ス最小濃度 

5,2 数値 0～100 の数値を入力します。 

11  酸  チェック PH≦２の場合、チェックします。 

12  塩基  チェック PH≧11.5 の場合、チェックします。 

13  無機塩類  リスト選択 リストから選択します。 

14  アルデヒド類  リスト選択 リストから選択します。 

15  フェノール類  リスト選択 リストから選択します。 

16  界面活性剤  リスト選択 リストから選択します。 

 ＜GHS 分類情報＞    

 分類根拠を確認する  リンク （編集／参照時のみ） 

表示中の化学物質に対する情報が設定されている場

合、情報画面を開きます。 

 ▼物理化学的危険性   ボタンクリックで物理化学的危険性情報の表示/非表

示を切替えます。 

17  爆発物  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

18  可燃性ガス  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

19  エアゾール  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

20  酸化性ガス  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

21  高圧ガス  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

22  引火性液体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

23  可燃性固体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 
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24  自己反応性化学品  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

25  自然発火性液体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

26  自然発火性固体自己

発熱性化学品 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

27  水反応可燃性化学品  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

28  酸化性液体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

29  酸化性固体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

30  有機過酸化物  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

31  金属腐食性物質  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

32  鈍性化爆発物  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

 ▼健康有害性   ボタンクリックで健康有害性情報の表示/非表示を切

替えます。 

33  急性毒性（経口）  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

34  急性毒性（経皮）  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

35  急性毒性 

（吸入：気体） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

36  急性毒性 

（吸入：蒸気） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

37  急性毒性（吸入：粉じ

ん、ミスト） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

38  急性毒性（経口） 15,7 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

39  急性毒性（経皮） 15,7 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

40  急性毒性 

（吸入：気体） 

15,7 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

41  急性毒性 

（吸入：蒸気） 

15,7 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

42  急性毒性 

（吸入：蒸気）２ 

15,7 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

43  急性毒性（吸入：粉じ

ん、ミスト） 

15,7 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

44  皮膚腐食性／刺激性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

45  目に対する重篤な損傷

性／眼刺激性 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

46  呼吸器感作性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

47  皮膚感作性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

48  生殖細胞変異原性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

49  発がん性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

50  生殖毒性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

51  生殖毒性・授乳影響  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

52  特定標的臓器毒性

（単回ばく露） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 
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53  特定標的臓器毒性

（単回ばく露） 

 ボタン 特定標的臓器毒性（単回ばく露）の編集画面を

開きます。 

54  特定標的臓器毒性

（反復ばく露） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

55  特定標的臓器毒性

（反復ばく露） 

 ボタン 特定標的臓器毒性（反復ばく露）の編集画面を

開きます。 

56  誤えん有害性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

 ▼環境有害性   ボタンクリックで環境有害性情報の表示/非表示を切

替えます。 

57  水性環境有害性 短期

（急性） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

58  水性環境有害性 長期

（慢性） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

59  オゾン層への有害性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

60  LC50（魚類） 16,8 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

61  EC50（甲殻類） 16,8 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

62  EC50（藻類） 16,8 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

63  毒性乗率（長期） 15 数値 1,10,100,1000 など 10 の乗数を入力します。 

64  NOEC（魚類） 16,8 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

65  NOEC（甲殻類） 16,8 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

66  NOEC（藻類） 16,8 数値 0～99,999,999 の数値を入力します。 

67  急速分解率  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

68  毒性乗率（短期） 15 数値 1,10,100,1000 など 10 の乗数を入力します。 

69  登録  ボタン 入力情報を登録します。 
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３－１）基本情報、必要情報を順次入力します。 

    入力中のエラーは、左上にエラーメッセージを赤字で表示します。 

 
 

３－２）出典は、現在登録済みの出典情報が、リスト表示されます。 

    新規に入力することも可能です。 

 
 

３－３）ＧＨＳ分類結果は、各項目で定義済みのリストから選択します。 

 
 

３－４）特定標的定標的臓器毒性（単回ばく露／反復ばく露）を編集します。 

  （参照 2．4．5．1．特定標的臓器毒性を編集する。） 
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４）入力完了後、登録ボタンを押下します。 

 エラーがある場合は、右上（左上）にエラーメッセージが表示されます。 

  （左上に表示されるメッセージ） 

 
  （右上に表示されるメッセージ） 

 
 

 

 

 

 

 

５）正常終了時、完了メッセージが表示されます。 

  OK ボタン押下で画面を閉じます。 

 
 

  

 ●化学物質情報は、自分で登録したデータ が対象です。 

 ●物質 ID は、一意（キー）コードです。 メモ 
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2．4．5．1．特定標的臓器毒性を編集する。 

 

１）特定標的臓器毒性（単回ばく露／反復ばく露）ボタンを押下して編集画面を開きます。 

 
 

 

 

 

 

２）特定標的臓器毒性（単回ばく露／反復ばく露）を編集します。 

 行追加ボタンで行を 1 行単位で追加します。（下記赤枠） 

 
 

項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  物質ＩＤ  （表示） 編集不可 

2  化学物質名称  （表示） 編集不可 

3  行追加  ボタン 一覧最下位行に 1 行追加します。 

 ＜一覧＞    

4  □ 削除  チェック 

ボタン 

行の削除指定を行います。 

チェック ON の行を削除します。 

5  区分  リスト選択 必須：リストから選択します。 

6  臓器  リスト選択 リストから選択します。 

7  ばく露経路  リスト選択 リストから選択します。 

8  閉じる  ボタン 何もせず画面を閉じます。 

9  確定  ボタン 登録（更新）を行います。 

 

 ●特定標的臓器毒性の編集画面は、分類に「区分あり」を選択後、開きます。 
メモ 

② 

 

 

① 

 

 ③ 

 

 

④ 

 

 

⑤ 

 

 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

⑧ 

 

 

⑨ 
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３）特定標的臓器一覧データの入力完了後、確定ボタンを押下します。 

  エラーがある場合、右上にメッセージが表示されます。 

  エラーメッセージ内容に従い、修正してください。 

 
 

４）正常終了の場合、完了メッセージが表示されます。 

 
 

 

  

 ●登録（追加）可能な行数は、10 行です。 
メモ 
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2．5．STEP3 混合物 GHS 分類 

 

STEP1 で登録した混合物組成情報の分類判定を実施します。 

分類判定後の GHS 分類結果情報を個別に編集することが可能です。 

 

2．5．1．分類判定データを検索する。 

１）STEP3 画面に遷移します。 

 
 

 

 

 

 

 

２）混合物分類判定一覧で検索条件を入力後、検索実行を押下します。 

 
 

項

番 

項目 入力 

形式 

説明 

1  混合物（製品）名称 文字 混合物（製品）名称の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

2  混合物（製品）ID 半角文字 混合物（製品）ID の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

3  分類判定実施 ラジオ 分類判定実施有無を選択します。 

 ●不足物質がある場合、STEP3 画面に遷移できません。 

メモ 

② 

 

 

③ 

 

 

④ 

 

 

⑤ 

 

 

① 

 

 
⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

⑧ 

 

 

⑨ 

 

 

⑩ 
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4  検索実行 ボタン 入力条件に従い検索を実行します。 

5  エクスポート ボタン 一覧表示中のデータを CSV ファイルに出力します。 

（2．5．5．混合物 GHS 分類情報を CSV 出力する。） 

6  件数 （表示） 検索結果件数を表示します。 

 ＜一覧＞   

7  □ チェック 行の削除指定を行います。 

全件選択/全件解除 ボタン ヘッダ部の全件選択（全件解除）ボタンをクリックすると、

全行の選択 ON／OFF を切り替えます。 

選択削除 ボタン チェック ON の行を削除します。 

（2．5．4．混合物分類情報を削除する。） 

8  混合物（製品）ID （表示）  

混合物名称 （表示）  

9  組成情報 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する組成情報参照画面を

新規タブで開きます。（2．5．1．1．組成情報を確認す

る。） 

10  分類結果 （表示） 

ボタン 

分類判定済み ：”済”＋分類結果ボタン 

分類判定未実施：“未” 

 

選択した混合物（製品）ID に対する詳細情報画面を新規

タブで開きます。（2．5．3．分類判定結果を編集する） 

 

 

 

 

 

 

  

  ●混合物 GHS 分類情報の検索時件数上限は、5,000 件です。 

メモ 
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2．5．1．1．組成情報を確認する。 

 

１）対象データを検索します。（参照 2．5．1．分類判定データを検索する。） 

 対象の組成情報ボタンをクリックします。 

 
 

２）組成情報詳細画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 
 

 

  

① 

 

② 

 

 ●編集はできません。 

メモ 
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2．5．2．分類判定を実施する。 

１）分類判定対象データを検索します（2．5．1．分類判定データを検索する。） 

２）分類判定ルールと臓器種付与ルールを選択します。 

  分類判定ルール ： JIS（日本産業規格）、 UN（国際 GHS 文書） 

  臓器種付与ルール：臓器種名を同一区分、同一カテゴリでまとめるかどうかを指定します。 

   （参照  【別紙】標的臓器統合仕様） 

 
３）分類判定対象データを一覧から選択します。 

 （１）全データを削除対象とする場合は、列ヘッダの全件選択（①）をクリックします。 

 （２）もう一度、同ボタン（全件解除）（①）をクリックすると、全選択を解除します。 

（全選択／全選択解除の繰り返し） 

 （３）個別に選択する場合は、各行のチェック（②）をクリックします。 

 
 

  

 ① 

 

 ② 
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４）分類実行ボタンを押下します。 

 実行後は、分類結果ボタンを押下すると、分類結果を確認することができます。 

      入力データの数が複数ある場合は分類に時間がかかる場合があります。 
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2．5．3．分類判定結果を編集する。 

１）編集対象となるデータを検索します。（参照 2．5．1．分類判定データを検索する。） 

 編集対象の分類結果ボタンをクリックします。 

 
 

２）混合物 GHS 分類情報画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

     開かれた画面には組成情報の含有率から計算された GHS 分類判定の結果が表示されます。 

 一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 
 

 

  

① 

 

 

② 
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項

番 

項目 桁 

数 

入力 

形式 

説明 

1  混合物（製品）ID  （表示） 混合物（製品）ID を表示します。 

2  混合物（製品）名称 

（日本語） 

 （表示） 混合物（製品）名称 を表示します。 

3  混合物（製品）名称 

（英語） 

 （表示） 混合物（製品）名称 を表示します。 

4  判定ルール  （表示） JIS、または UN を表示します。 

 ＜組成情報一覧＞   混合物の組成情報を一覧表示します。 

5  物質 ID  （表示） 物質 ID を表示します。 

6  CAS 登録番号  （表示） CAS 登録番号 を表示します。 

7  出典  （表示） 出典 を表示します。 

8  化学物質名称  （表示） 化学物質名称 を表示します。 

9  含有率  （表示） 含有率 を表示します。 

10  100%含有率  （表示） 含有率の 100%換算値を表示します。 

 GHS 分類情報   物理化学的危険性、健康有害性、環境有害性に関

する分類項目の設定、および分類根拠の編集を行

う。 

 ▼物理化学的危険性   ボタンクリックで物理化学的危険性情報の表示/非表

示を切替えます。 

11  爆発物  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

12  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

13  可燃性ガス  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

14  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

15  エアゾール  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

16  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

17  酸化性ガス  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

18  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 
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19  高圧ガス  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

20  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

21  引火性液体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

22  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

23  可燃性固体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

24  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

25  自己反応性化学品  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

26  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

27  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

28  自然発火性液体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

29  自然発火性固体自己発

熱性化学品 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

30  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

31  水反応可燃性化学品  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

32  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

33  酸化性液体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

34  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

35  酸化性固体  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

36  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

37  有機過酸化物  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

38  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

39  金属腐食性物質  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

40  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

41  鈍性化爆発物  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

 ▼健康有害性   ボタンクリックで健康有害性情報の表示/非表示を切

替えます。 

42  急性毒性（経口）  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

43  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

44  急性毒性（経皮）  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

45  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

46  急性毒性 

（吸入：気体） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

47  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

48  急性毒性 

（吸入：蒸気） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

49  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

50  急性毒性（吸入：粉じ

ん、ミスト） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

51  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

52  皮膚腐食性／刺激性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 



NITE-Gmiccs操作説明書 

 p. 71 

53  目に対する重篤な損傷性

／眼刺激性 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

54  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

55  呼吸器感作性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

56  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

57  皮膚感作性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

58  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

59  生殖細胞変異原性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

60  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

61  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

62  発がん性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

63  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

64  生殖毒性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

65  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

66  生殖毒性・授乳影響  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

67  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

68  特定標的臓器毒性（単

回ばく露） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

69  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

70  特定標的臓器毒性（単

回ばく露） 

 ボタン 特定標的臓器毒性（単回ばく露）の編集画面を開

きます。 

71  特定標的臓器毒性（反

復ばく露） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

72  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

73  特定標的臓器毒性（反

復ばく露） 

 ボタン 特定標的臓器毒性（反復ばく露）の編集画面を開

きます。 

74  誤えん有害性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

75  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

 ▼環境有害性   ボタンクリックで環境有害性情報の表示/非表示を切

替えます。 

76  水性環境有害性 短期

（急性） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

77  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

78  水性環境有害性 長期

（慢性） 

 リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

79  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

80  オゾン層への有害性  リスト選択 （分類）をリストから選択します。 

81  〃分類根拠  ボタン 分類根拠を表示します。 

82  閉じる  ボタン なにも処理せずに画面を閉じます。 

83  更新  更新 GHS 分類結果の更新処理を行います。 



NITE-Gmiccs操作説明書 

 p. 72 

 

３－１）基本情報、組成情報は編集できません。 

 

３－２）GＨＳ分類結果は、各項目で定義済みのリストから選択し、変更することができます。 

 
 

３－３）分類根拠を編集します。 

  （参照 2．5．3．1．分類根拠を編集する。） 

 

３－４）特定標的定標的臓器毒性（単回ばく露／反復ばく露）を編集します。 

  （参照 2．5．3．2．特定標的臓器毒性を編集する。） 

 

４）入力完了後、更新ボタンを押下します。 

 エラーがある場合は、エラーメッセージが表示されます。 

 エラー内容に従い修正お願いします。 
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2．5．3．1．分類根拠を編集する。 

 

１）混合物 GHS 分類編集画面の分類根拠ボタンを押下して編集画面を開きます。 

 
 

 

 

 

 

 

２）必要に応じて分離根拠を編集します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 
⑤ 

 

 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

 

  ●分類根拠は、分類判定実施時に設定します。 

   （2．5．2．分類判定を実施する） メモ 

② 

 

 

① 

 

 
③ 
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項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  混合物（製品）ＩＤ  （表示） 編集不可 

2  混合物（製品）名称  （表示） 編集不可 

3  分類項目  （表示） 編集不可 

4  メッセージ  （表示） 分類判定後に、分類項目、分類根拠、特定標的

臓器属性を変更した場合に、赤文字でメッセージを

表示します。 

5  分類根拠 4000 文字 分類判定実施時に設定した根拠を表示します。 

編集可能です。 

6  閉じる  ボタン 何もせず画面を閉じます。 

7  更新  ボタン 分類根拠の更新を行います。 

 

３）更新で分類根拠を更新します。 

 更新メッセージを表示後、画面を閉じます。 

 
 

 

 

  
●分類判定を実施すると編集内容は、分類判定時の根拠で上書きされます。 

メモ 
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2．5．3．2．特定標的臓器毒性を編集する。 

 

１）特定標的臓器毒性（単回ばく露／反復ばく露）ボタンを押下して編集画面を開きます。 

 
 

 

 

 

 

２）特定標的臓器毒性（単回ばく露／反復ばく露）を編集します。 

 行追加ボタンで行を 1 行単位で追加します。（下記赤枠） 

 
 

項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  混合物（製品）ＩＤ  （表示） 編集不可 

2  混合物（製品）名称  （表示） 編集不可 

3  行追加  ボタン 一覧最下位行に 1 行追加します。 

 ＜一覧＞    

4  □ 削除  チェック 行の削除指定を行います。 

③ 

 

 

④ 

 

 

⑤ 

 

 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

⑧ 

 

 

⑨ 

 

 

 

 ●特定標的臓器毒性の編集画面は、分類に「区分あり」を選択後、開きます。 
メモ 

② 

 

 

① 

 

 

③ 
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ボタン チェック ON の行を削除します。 

5  区分  リスト選択 必須：リストから選択します。 

6  臓器  リスト選択 リストから選択します。 

7  ばく露経路  リスト選択 リストから選択します。 

8  閉じる  ボタン 何もせず画面を閉じます。 

9  確定  ボタン 登録（更新）を行います。 

 

 
 

 

 

 

 

３）特定標的臓器一覧データの入力完了後、確定ボタンを押下します。 

 エラーがある場合、右上にメッセージが表示されます。 

 エラーメッセージ内容に従い、修正してください。 

 
 

  

 ●登録（追加）可能な行数は、10 行です。 
メモ 
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４）正常終了の場合、完了メッセージが表示されます。 

 
 

 

 

2．5．4．混合物分類情報を削除する。 

１）分類判定対象データを検索します。（2．5．1．分類判定データを検索する。） 

 
 

２）全データを削除対象とする場合は、列ヘッダの全件選択（①）をクリックします。 

 もう一度、同ボタン（全件解除）（①）をクリックすると、全選択を解除します。 

（全選択／全選択解除の繰り返し） 

 個別に選択する場合は、各行のチェック（②）をクリックします。 

 

 

③ 

 

 

① 

 

 ② 
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３）選択削除ボタン（③）を押下すると、確認画面が表示されます。 

 “はい” で処理を実行します。”いいえ” で確認画面を閉じます。 

 
 

４）削除後、再検索して一覧表示します。 
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2．5．5．混合物 GHS 分類情報を CSV 出力する。 

１）分類判定データを検索します。 （参照 2．5．1．分類判定データを検索する。） 

 エクスポート ボタンを押下します。 

 
 

２）現在一覧表示中のデータが、まとめて ZIP に出力されます（未分類のものは出力されません）。 

 
 

 

 

 

  

 ●混合物 GHS 情報ファイルは、1 データを 1CSV ファイルで作成します。 

 ●複数の CSV ファイルをまとめて ZIP ファイルでダウンロードします。 

      ●分類実行を行った混合物（製品）のみ出力します。 メモ 
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３）ダウンロードファイルは、ご利用 PC のダウンロードフォルダに作成されます。 

 （解凍後の）ファイル名は、下記ルールに従い作成されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

４）解凍後のファイルは、Microsoft Excel で確認できます。 

 
 

  

 ●ファイル名 

 （固定文字：Class）＋（言語）＋（出力日付時間：yyyymmddhhnn）.csv 

    例）Class_JP_202104011342.csv 

     ※2021 年 4 月 1 日 13:42 に出力 

メモ 

 ●出力ファイルは、STEP４でラベル要素シート作成用に取り込み可能です。 

メモ 
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2．6．STEP4 ラベル出力 
 

STEP３で分類判定済みの混合物 GHS 分類情報をラベルに出力します。 

混合物の有害性情報と注意書き情報の表示、およびラベル要素シートの出力が可能です。 

 

2．6．1．ラベル用の必要情報を入力する。 

 １）STEP４画面に遷移します。 

 
 

２）「GHS 対応ラベル用の必要情報入力」の編集ボタンを押下します。 

 
 

３）会社（供給者）情報を入力し、更新ボタンを押下します。 

 
 

 

 

 

 

 ●会社（供給者）情報は、CSV ファイルによる取り込みも可能です。 

インポートについては「2．1．5．ファイルインポート処理について」を参照してください。 

      ●STEP5 で会社（供給者）情報を入力済みの場合、同期されて自動表示されます。 メモ 
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４）ラベル要素上の CAS 番号の表示/非表示を選択します。 

 

 
 

５）毒物及び劇物取締法（毒劇法）に該当する組成成分を含む場合の「医薬用外毒物」「医薬用外劇物」の

表示/非表示を選択します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

毒劇法で規制されている物質が混合物組成情報として含まれる場合にラベル上に「医薬用外劇

物」又は「医薬用外毒物」と表示できます。含有の判定はCAS 登録番号に基づき行い、毒劇法の

リストは NITE-CHRIP に掲載されているものを参照しています。 

 

 

メモ 

 

 
医薬用外毒物
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2．6．2．ラベル要素データを検索する。 

 

１）混合物一覧で検索条件を入力後、検索実行を押下します。 

 
 

 

項

番 

項目 入力 

形式 

説明 

1  混合物（製品）名称 文字 混合物（製品）名称の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

2  混合物（製品）ID 半角文字 混合物（製品）ID の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

3  注意書き絞込みレベル リスト レベル 1～4 をリスト選択します。 

4  検索実行 ボタン 入力条件に従い検索を実行します。 

5  クリア ボタン 検索条件と一覧を初期表示します。 

6  件数 （表示） 検索結果件数を表示します。 

 ＜一覧＞  分類判定済みのデータを一覧表示します。 

7  □ チェック 行の選択を行います。 

・レベルの一括更新対象を指定します。 

・ラベル要素シート出力対象を指定します。 

8  混合物（製品）ID （表示）  

混合物名称 （表示）  

9  組成情報 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する組成情報参照画面を

新規タブで開きます。（2．6．2．1．組成情報を確認す

る） 

10  分類結果 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する詳細情報画面を新規

タブで開きます。（2．6．2．2．分類判定結果を確認す

る） 

11  ラベル要素 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対するラベル要素情報画面を

新規タブで開きます。（2．6．3．ラベル要素詳細情報を確

認する） 

② 

 

 

③ 

 

 ⑬  

 

 

⑫  

 

 

① 

 

 ⑤ 

 

 

④ 

 

 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

⑧ 

 

 

⑨ 

 

 

⑩ 

 

 

⑪ 
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12  レベル （表示） 注意書きレベルを表示します。 

13  注意書き件数 （表示） 注意書きレベルに対する注意書きフレーズ件数を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．6．2．1．組成情報を確認する。 

 

１）ラベル要素データを検索します。 （参照 2．6．2．ラベル要素データを検索する。） 

 対象データの組成情報ボタンをクリックします。 

 
 

２）組成情報詳細画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 

  以降は、（参照 2．5．1．1．組成情報を確認する）と同じ操作になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ●混合物一覧の検索件数上限は、5,000 件です。 

 ●分類判定済みのデータが、一覧検索対象です。 
メモ 
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2．6．2．2．分類判定結果を確認する。 

１）ラベル要素データを検索します。 （参照 2．6．2．ラベル要素データを検索する。） 

 対象データの分類結果ボタンをクリックします。 

 
 

 

２）混合物 GHS 分類情報画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 

  以降は、（ 2．5．3．分類判定結果を編集する） と同じ操作になります。 

 

 

2．6．3．ラベル要素詳細情報を確認する。 

１）ラベル要素データを検索します。 （参照 2．6．2．ラベル要素データを検索する。） 

 対象データのラベル要素ボタンをクリックします。 

 

 

２）ラベル要素情報画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 
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一覧の画面は①のタブ、②が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 

項

番 

項目 桁 

数 

入力 

形式 

説明 

1  判定ルール  （表示） JIS、または UN を表示します。 

2  混合物（製品）ID  （表示） 混合物（製品）ID を表示します。 

3  混合物（製品）名称 

（日本語） 

 （表示） 混合物（製品）名称を表示します。 

 ＜組成情報一覧＞   混合物の組成情報を一覧表示します。 

4  物質 ID  （表示） 物質 ID を表示します。 

5  CAS 登録番号  （表示） CAS 登録番号 を表示します。 

6  出典  （表示） 出典 を表示します。 

7  換算含有率  （表示） 含有率の 100%換算値を表示します。 

8  シンボル  （表示） 混合物の分類判定結果に基づく、シンボルマークをアイコ

ン表示します。 

9  注意喚起語  （表示） 危険、または警告 を表示します。 

10 危険有害性情報および 

注意書き 

 （表示） 一覧のタブ切替えにより、危険有害性と注意書きをコー

ドと説明で表示します。 

① 

 

② 
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11 注意書き絞り込み  リスト 絞り込みレベルを選択します。 

12 注意書き件数  （表示） 注意書きフレーズの表示件数を表示します。 

13 危険有害性情報  （表示） 危険有害性情報を表示します。 

14 安全対策  （表示） 安全対策 を表示します。 

15 応急措置  （表示） 応急措置 を表示します。 

16 保管  （表示） 保管 を表示します。 

17 廃棄  （表示） 廃棄 を表示します。 

 

３）危険物有害性、注意書きの表示を切り替えて表示確認します。（①） 

 注意書き絞り込みのレベルを切替え選択して注意書きフレーズを確認します。 

 
 

  

 

① 

 

 

② 
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2．6．4．ラベルを更新する。 

 

１）ラベル要素詳細情報画面でレベル更新を行います。（参照 2．6．2．ラベル要素データを検索する。） 

 （１）更新したいレベルを選択します。 

 （２）更新ボタンを押下します。 

 

 
 

２）更新完了メッセージが表示されます。 

 
 

 

  

 

 

 ●ラベル要素シートは、現在の更新レベルで出力します。 

 ●分類判定後は、注意書き絞り込みレベルは２に設定されています。 
メモ 
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2．6．4．１．ラベル一括更新する。 

 

１）ラベル要素データを検索します。 （参照 2．6．2．ラベル要素データを検索する。） 

 （１）更新レベルを選択します。（①） 

 （２）更新対象データを個別（一括）選択します。（②） 

 
 

２）レベル一括更新を押下します。 

 正常終了後、完了メッセージが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

  

 

① 

 

 

② 

 

 

 

 ●レベル更新に併せて、注意書き件数も更新表示されます。 メモ 



NITE-Gmiccs操作説明書 

 p. 91 

 

2．6．5．ラベル要素シートを出力する。 

 

１）出力対象のラベル要素データを検索します。（①）（参照 2．6．2．ラベル要素データを検索する。） 

２）出力対象データを選択（個別または一括で列選択）します。（②）  

３）出力言語を選択します。（③） 

 

 

 
  

① 

 

 

② 

 

 
③ 
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４）ラベルの出力ボタンを押下します。 

 現在一覧表示中のデータが、まとめて ZIP に出力されます。

 
 

 

 

 

 

 ４）ダウンロードファイルは、ご利用 PC のダウンロードフォルダに作成されます。 

  （解凍後の）ファイル名は、下記ルールに従い作成されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 ●ラベル要素シートは、1 データを 1Excel ファイルで作成します。 

 ●複数の Excel ファイルをまとめて ZIP ファイルでダウンロードします。 

メモ 

 ●ファイル名 

 Label＋（混合物（製品）ID）＋（判定ルール）＋（言語）+（yyyymmddhhnn）.xlsx 

  例）label_00000000002_JIS_JP_202104010958.xlsx 

    ※2021 年 4 月 1 日 13:42 に出力 

メモ 
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５）解凍後のファイルは、Microsoft Excel で確認できます。 
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2．6．6．混合物 GHS 分類情報を一括登録（インポート）する。 

１）STEP４の下記画面から実行します。 

インポートファイルは STEP３で出力したファイルを利用可能できます。 

テンプレート：テンプレートファイルをダウンロード可能です。 

 
項目説明については、下記の共通仕様を参照してください。 

（共通仕様 2．1．5．ファイルインポート処理について） 

 

 

 

 

 

２）処理条件（差分・全件置換）選択後、インポートボタンを押下します。 

 
 

３）インポートファイルを選択して、処理を実行します。 

 
 

 

 

  

 ●インポートファイルの作成は、テンプレートファイルに沿って作成してください。 

 
メモ 

 ●インポートファイルは、複数ファイルの指定が可能です。 

メモ 
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2．7．STEP5 SDS 様式出力 

 

STEP３で分類判定済みの混合物 GHS 分類情報を SDS の様式に出力します。 

SDS 要素情報のインポート／エクスポート、および SDS 要素シートの出力が可能です。 

法律情報の紐づけ、GHS 分類に基づく注意書き文言の紐づけ等も可能です。 

 

2．7．1．SDS 用の必要情報を入力する。 

 

１）STEP５画面に遷移します。 

 

 
 

２）「GHS 対応 SDS 用の必要情報入力」画面の編集ボタンを押下します。 

 

 

３）会社（供給者）情報を入力し、更新ボタンを押下します。 
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４）「会社（供給者）情報の SDS 要素へ反映」ボタンをクリックします。 

 
 

反映ボタンを押すことで登録済混合物の SDS 要素（項目「１．化学品及び会社情報」）に会社情報が反映さ

れます。 

SDS 要素の確認方法は（2．7．3．SDS 要素の詳細情報を確認する。）をご参照ください。 

 
 

 

 

 

 

 

  

 ●会社（供給者）情報は、CSV ファイルによる取り込みも可能です。 

インポートについては「2．1．5．ファイルインポート処理について」を参照してください。 

      ●STEP４で会社（供給者）情報を入力済みの場合、同期されて自動表示されます。 メモ 
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2．7．2．SDS 要素データを検索する。 

 

１）混合物一覧で検索条件を入力後、検索実行を押下します。 

 

 
 

 

  

①  

 

 

② 

 

 
③ 

 

 

④ 

 

 
⑤ 

 

 

⑥  

 

 

⑦  

 

 

⑧  

 

 

⑨  

 

 

⑩ 

 

 

⑪  

 

 

⑫ 

 

 

⑬  

 

 

⑭  

 

 

⑮  

 

 

⑯ 

 

 

⑰  
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項

番 

項目 入力 

形式 

説明 

1 混合物（製品）名称 文字 混合物（製品）名称の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

2 混合物（製品）ID 半角文字 混合物（製品）ID の 

部分一致、または、完全一致検索を行います。 

3 検索実行 ボタン 入力条件に従い検索を実行します。 

4 件数 （表示） 検索結果件数を表示します。 

 ＜一覧＞  分類判定済みのデータを一覧表示します。 

5 □ チェック 行の選択を行います。 

・法律情報・注意書き文言・SDS 様式出力等の処理対象を

指定します。 

6 混合物（製品）ID （表示） 混合物（製品）ID を表示します。 

 混合物名称 （表示） 混合物（製品）名称を表示します。 

7 組成情報 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する組成情報参照画面を

新規タブで開きます。（2．7．2．1．組成情報を確認す

る） 

8 分類結果 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する詳細情報画面を新規

タブで開きます。（2．7．2．2．分類判定結果を確認す

る） 

9 SDS 要素 ボタン 選択した混合物（製品）ID に対する SDS 要素情報画面

を新規タブで開きます。（2．7．3．SDS 要素の詳細情報

を確認する） 

10 法令紐付け （表示） 法令紐付けの処理状況を表示します。 

11 注意紐付け （表示） 注意紐付けの処理状況を表示します。 

12 CAS RN に基づく法律

情報等の紐づけ 

ボタン NITE-CHRIP に収載された情報に基づき、法規制等の対象

物質が含まれる場合は含有を判定し、SDS 要素の各項目に

法律等の対象物質であることを記載します。 

13 GHS 分類結果に基づく

注意書き文言等の紐づ

け 

ボタン GHS の危険有害性区分に割り当てられた注意書きのコード

（P コード）に規定されている文言を参考情報として SDS 要

素の各項目に記載します。 

14 SDS 様式の出力 ボタン SDS 様式をエクセルファイルに出力します。 

15 エクスポート ボタン SDS 要素を CSV ファイルに出力します。 

16 インポート ボタン 混合物（製品）の GHS 情報をインポートします。 

17 インポート ボタン 混合物（製品）の SDS 要素をインポートします。 

 

 

 

 

 

 

 ●分類判定済みのデータが、一覧検索対象です。 

      ●混合物一覧の検索件数上限は、5,000 件です。 

      ●インポートについては「2．1．5．ファイルインポート処理について」を参照してください。 メモ 
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2．7．2．1．組成情報を確認する。 

 

１）SDS 要素データを検索します。（参照 2．7．2．SDS 要素データを検索する。） 

 対象データの組成情報ボタンをクリックします。 

 

 
 

 

２）組成情報詳細画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 

 
 

  以降は、（参照 2．5．1．1．組成情報を確認する）と同じ操作になります。 

 

  

1 

 

2 
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2．7．2．2．分類判定結果を確認する。 

１）SDS 要素データを検索します。 （参照 2．7．2．SDS 要素データを検索する。） 

対象データの分類結果ボタンをクリックします。 

 
 

 

２）混合物 GHS 分類情報画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 

 
   

分類判定結果（分類結果・分類根拠）は編集、更新が可能です。 

操作方法は、（2．5．3．分類判定結果を編集する） と同じ操作になります。 

 

  



NITE-Gmiccs操作説明書 

 p. 101 

 

2．7．3．SDS 要素の詳細情報を確認する。 

 

１）SDS 要素データを検索します。 （参照 2．7．2．SDS 要素データを検索する。） 

対象データの SDS 要素ボタンをクリックします。 
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２）SDS 要素情報画面が、一覧とは別の新しい画面で開かれます。 

 

 

 
 

一覧の画面は 1 のタブ、2 が新規登録画面のタブです。（複数画面開くことも可能です） 

 

項

番 

項目 桁 

数 

入力 

形式 

説明 

1 混合物（製品）ID  （表示） 混合物（製品）ID を表示します。 

2 混合物（製品）名称  （表示） 混合物（製品）名称を日本語、英語で表示します。 

3 判定ルール  （表示） JIS、または UN を表示します。 

 ＜組成情報一覧＞   混合物の組成情報を一覧表示します。 

4 物質 ID  （表示） 物質 ID を表示します。 

5 CAS 登録番号  （表示） CAS 登録番号 を表示します。 

6 出典  （表示） 出典 を表示します。 

1 

 

2 

 

①  

 

 

④  

 

 

⑨  

 

 ⑧  

 

 

⑩  

 

 ⑦  

 

 

⑪  

 

 

⑤  

 

 

③  

 

 

②  

 

 

⑥  

 

 

⑫  
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7 化学物質（成分）名称  （表示） 化学物質（成分）名称を表示します。 

8 含有量  （表示） 化学物質の含有量を表示します。 

9 換算含有率  （表示） 含有率の 100%換算値を表示します。 

10 GHS 分類情報  ボタン 各化学物質（成分）の GHS 分類情報の参照画面を

新規タブで開きます。 

11 補足情報 

（作成日/改訂日/判定

ルール/対応版） 

 文字 

数値 

編集ボタンを押して補足情報を入力します。 

12 SDS 要素（１６項目）  文字・ 

数値 

・項目（１～１６）を押下して、小項目の表示/非表

示を切替えます。 

・各小項目の編集ボタンをクリックして、情報を入力しま

す。 

 

SDS 要素情報 

項

番 

項目 桁 

数 

入力 

形式 

説明 

1  作成日 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

2  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

3  改定日 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

4  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

5  判定ルール 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

6  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

7  対応版 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

8  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼1.化学品等及び会社情報   ボタンクリックで物理化学的危険性情報の表示/

非表示を切替えます。 

9  化学品の名称（日本語） 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

10  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

11  化学品の名称（英語） 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

12  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

13  製品コード 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

14  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

15  供給者の会社名 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

16  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

17  住所 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

18  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

19  電話番号 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

20  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 
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21  電子メールアドレス 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

22  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

23  ファクシミリ(FAX)番号 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

24  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

25  緊急連絡電話番号 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

26  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

27  推奨用途 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

28  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

29  使用上の制限 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

30  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

31  国内製造事業者等の情報 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

32  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

33  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

34  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼2.危険有害性の要約    

 物理化学的危険性  ボタン 分類根拠を表示します。 

35  爆発物 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（101） 

36  可燃性ガス 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（102） 

37  エアゾール 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（103） 

38  酸化性ガス 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（104） 

39  高圧ガス 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（105） 

40  引火性液体 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（106） 

41  可燃性固体 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（107） 

42  自己反応性化学品 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（108） 

43  自然発火性液体 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（109） 

44  自然発火性固体 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（110） 

45  自己発熱性化学品 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（111） 

46  水反応可燃性化学品 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（112） 

47  酸化性液体 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（113） 

48  酸化性固体 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（114） 

49  有機過酸化物 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（115） 

50  金属腐食性化学品 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（116） 

51  鈍性化爆発物 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（117） 

 健康に対する有害性    

52  急性毒性（経口） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（201） 

53  急性毒性（経皮） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（202） 
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54  急性毒性（吸入：気体） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（203） 

55  急性毒性（吸入：蒸気） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（204） 

56  急性毒性（吸入：粉じん、ミ

スト） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（205） 

57  皮膚腐食性及び皮膚刺激性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（206） 

58  眼に対する重篤な損傷性又は

眼刺激性 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（207） 

59  呼吸器感作性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（208） 

60  皮膚感作性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（209） 

61  生殖細胞変異原性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（210） 

62  発がん性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（211） 

63  生殖毒性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（212） 

64  生殖毒性・授乳影響 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（213） 

65  特定標的臓器属性 

（単回ばく露） 

 ボタン 
特定標的臓器属性画面（3.2.2）を開く 

66  特定標的臓器属性 

（単回ばく露） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（214） 

67  特定標的臓器属性 

（反復ばく露） 

 ボタン 
特定標的臓器属性画面（3.2.2）を開く 

68  特定標的臓器属性 

（反復ばく露） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（215） 

69  誤えん有害性  ボタン 混合物 GHS 分類情報（216） 

 環境有害性    

70  水生環境有害性 短期 （急

性） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（301） 

71  水生環境有害性 長期 （慢

性） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（302） 

72  オゾン層への有害性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（303） 

73  ピクトグラム  （表示） シンボルアイコン 

 危険物＆注意書き情報一覧    

74  危険物有害性情報  （表示） 混合物危険有害性情報より 

75  安全対策  （表示） 混合物注意情報（1：安全性）より 

76  応急処置  （表示） 混合物注意情報（2：応急措置）より 

77  保管  （表示） 混合物注意情報（3：保管）より 

78  破棄  （表示） 混合物注意情報（4：廃棄）より 
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79  GHS 分類に関係しない又は

GHS で扱われない他の危険有

害性 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

80  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

81  重要な徴候 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

82  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

83  想定される非常事態の概要 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

84  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

85  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

86  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼3.組成及び成分情報    

87  化学物質・混合物（製品）の

区別 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

88  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

89  化学物質・混合物（製品）名

称 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

90  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

91  化学物質・混合物（製品）一

般名称 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

92  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

93  化学物質・混合物（製品）慣

用名 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

94  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

95  化学物質・混合物（製品）別

名 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

96  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

97  化学物質・混合物（製品）を

特定できる一般的な番号

（CAS RN） 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

98  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

99  化学物質・混合物（製品）を

特定できるその他の番号 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

100  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

101  成分及び濃度又は濃度範囲 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

102  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

103  分子式 (分子量) 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 
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104  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

105  化学特性 (示性式又は構造式) 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

106  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

107  官報公示整理番号（化審法） 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

108  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

109  官報公示整理番号（安衛法） 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

110  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

111  GHS 分類に寄与する不純物及

び安定化添加物 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

112  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

113  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

114  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 成分一覧    

115  物質 ID  （表示） 物質 ID を表示します。 

116  CAS 登録番号  （表示） CAS 登録番号 を表示します。 

117  出典元  （表示） 出典 を表示します。 

118  化学物質名称  （表示） 化学物質名称 を表示します。 

119  含有率  （表示） 含有率 を表示します。 

120  100%含有率  （表示） 含有率の 100%換算値を表示します。 

 ▼4.応急措置    

121  吸入した場合 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

122  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

123  皮膚に付着した場合 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

124  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

125  眼に入った場合 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

126  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

127  飲み込んだ場合 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

128  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

129  急性症状の最も重要な徴候症

状 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

130  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

131  遅発性症状の最も重要な徴候

症状 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

132  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

133  応急措置をする者の保護に必

要な注意事項 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 
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134  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

135  医師に対する特別な注意事項 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

136  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

137  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

138  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼5.火災時の措置    

139  適切な消火剤 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

140  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

141  使ってはならない消火剤 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

142  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

143  火災時の特有の危険有害性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

144  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

145  特有の消火方法 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

146  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

147  消火活動を行う者の特別な保

護具 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

148  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

149  消火活動を行う者の予防措置 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

150  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

151  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

152  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼6.漏出時の措置    

153  人体に対する注意事項 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

154  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

155  人体に対する保護具 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

156  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

157  人体に対する緊急時措置 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

158  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

159  環境に対する注意事項 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

160  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

161  封じ込めの方法及び機材・材

料 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

162  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

163  浄化の方法及び機材・材料 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

164  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

165  二次災害の防止策 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 
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166  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

167  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

168  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼7.取扱い及び保管上の注意    

169  取り扱い_技術的対策 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

170  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

171  取り扱い_安全取扱注意事項 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

172  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

173  取り扱い_接触回避 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

174  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

175  取り扱い_衛生対策 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

176  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

177  保管_安全な保管条件 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

178  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

179  保管_安全な容器包装材料 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

180  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

181  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

182  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 8.ばく露防止及び保護措置    

183  許容濃度_職業的 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

184  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

185  許容濃度_生物学的 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

186  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

187  管理濃度 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

188  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

189  設備対策 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

190  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

191  呼吸用保護具 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

192  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

193  手の保護具 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

194  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

195  目、顔面の保護具 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

196  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

197  皮膚及び身体の保護具 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

198  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

199  特別な注意事項 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 
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200  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

201  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

 ▼9.物理的及び化学的性質    

202  物理状態 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

203  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

204  色 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

205  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

206  臭い 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

207  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

208  融点・凝固点 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

209  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

210  沸点又は初留点及び沸点範囲 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

211  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

212  可燃性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

213  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

214  爆発下限界及び爆発上限界／

可燃限界 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

215  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

216  引火点 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

217  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

218  自然発火点 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

219  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

220  分解温度 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

221  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

222  pH 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

223  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

224  動粘性率 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

225  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

226  溶解度 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

227  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

228  n-オクタノール／水分配係数

（log 値） 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

229  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

230  蒸気圧 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

231  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

232  密度及び／又は相対密度 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 
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233  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

234  相対ガス密度 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

235  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

236  粒子特性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

237  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

238  その他のデータ 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

239  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼10.安定性及び反応性    

240  反応性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

241  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

242  化学的安定性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

243  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

244  危険有害反応可能性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

245  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

246  避けるべき条件 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

247  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

248  混触危険物質 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

249  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

250  危険有害な分解生成物 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

251  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

252  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

253  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼11.有害性情報    

254  急性毒性（経口） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（201）.分類根拠 

255  急性毒性（経皮） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（202）.分類根拠 

256  急性毒性（吸入：気体） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（203）.分類根拠 

257  急性毒性（吸入：蒸気） 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（204）.分類根拠 

258  急性毒性（吸入：粉じん、ミ

スト） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（205）.分類根拠 

259  皮膚腐食性／刺激性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（206）.分類根拠 

260  眼に対する重篤な損傷性／眼

刺激性 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（207）.分類根拠 

261  呼吸器感作性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（208）.分類根拠 

262  皮膚感作性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（209）.分類根拠 

263  生殖細胞変異原性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（210）.分類根拠 

264  発がん性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（211）.分類根拠 
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265  生殖毒性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（212）.分類根拠 

266  生殖毒性・授乳影響 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（213）.分類根拠 

267  特定標的臓器属性 

（単回ばく露） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（214）.分類根拠 

268  特定標的臓器属性 

（反復ばく露） 

128 （表示） 
混合物 GHS 分類情報（215）.分類根拠 

269  誤えん有害性 128 （表示） 混合物 GHS 分類情報（216）.分類根拠 

270  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

271  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼12.環境影響情報    

272  水生環境有害性 短期 

 （急性） 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

273  水生環境有害性 長期 

 （慢性） 

 ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

274  生態毒性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

275  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

276  残留性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

277  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

278  分解性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

279  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

280  生態蓄積性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

281  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

282  土壌中の移動性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

283  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

284  オゾン層への有害性 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

285  備考  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

286  編集 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

 ▼13.廃棄上の注意    

287  環境上望ましい廃棄、又はリ

サイクルに関する情報 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

288  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

289  残余廃棄物（化学品） 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

290  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

291  汚染容器及び包装 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

292  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

293  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 
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294  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼14.輸送上の注意    

295  国連番号 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

296  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

297  品名（国連輸送名） 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

298  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

299  国連分類（危険有害性クラ

ス） 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

300  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

301  国連分類（危険有害性クラ

ス：副次危険） 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

302  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

303  容器等級 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

304  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

305  海洋汚染物質（該当・非該

当） 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

306  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

307  MARPOL73/78 附属書Ⅱ及び

IBC コードによるばら積み輸

送される液体物質（該当・非

該当） 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

308  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

309  海上規制情報 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

310  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

311  航空規制情報 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

312  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

313  陸上規制情報 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

314  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

315  緊急時応急措置指針番号 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

316  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

317  輸送又は輸送手段に関する特

別の安全対策 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

318  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

319  その他の注意 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

320  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

321  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 
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322  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼15.適用法令    

323  労働安全衛生法 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

324  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

325  化学物質排出把握管理促進法 

(PRTR 法) 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

326  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

327  毒物及び劇物取締法 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

328  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

329  その他の国内法令 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

330  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

331  外国法令等 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

332  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

333  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

334  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

 ▼16.その他の情報    

335  安全上重要であるがこれまで

の項目名に直接関連しない情

報 

256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

336  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

337  参考文献 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

338  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

339  備考 256 （表示） SDS 要素項目を表示します。 

340  編集  ボタン SDS 要素編集画面（3.5.1）を開く。 

341  閉じる  ボタン 画面を閉じます。 

 

2．7．4．SDS 要素の情報を編集・更新する。 

１）SDS 要素データを検索します。 （参照 2．7．2．SDS 要素データを検索する。） 

２）対象データの SDS 要素ボタンをクリックします。 （参照 2．7．3．SDS 要素の詳細情報を確認する。） 
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2．7．4．1. 補足情報を編集・更新する。 

  １）編集ボタンをクリックします。 

  
 

２）情報を入力し、更新ボタンを押します。 

 
  

 

項

番 

項目 桁数 入力 

形式 

説明 

1  混合物ＩＤ  （表示） 編集不可 

2  混合物名称  （表示） 編集不可 

3  SDS 項目  （表示） 編集不可 

4  SDS 小項目  （表示） 編集不可 

5  分類根拠 4000 文字 フリー編集可能です。 

① 

 

 

② 

 

 

 
④ 

 

 ⑤ 

 

 
⑥ 

 

 

⑦ 
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6  閉じる  ボタン 何もせず画面を閉じます。 

7  確定  ボタン SDS 要素情報の更新を行います。 

 

 

３）入力した情報が表示されます。 

 
 

2．7．4．2. SDS 要素（16 項目）の情報を編集・更新する。 

  １）編集したい項目をクリックします。再度クリックすると選択が解除されます。 

     （一度に複数の項目を選択することも可能です。） 

 
 

  ２）画面下にスクロールすると、選択した項目の詳細情報（小項目）が表示されます。 

編集したい項目の編集ボタンを押します。 
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３）情報を入力し、更新ボタンを押すと、情報が反映されます。
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2．7．5．CAS RN に基づく法律情報等の紐づけを実行する。 

 

NITE-Gmiccs は NITE-CHRIP の一部法規制情報を収載しており、混合物の組成成分に法規制等の対象物質

が含まれる場合は含有を判定し、SDS 要素に法律等の対象物質であることを記載します。 

詳細は、「補足事項 5. Gmiccs で参照可能な NITE-CHRIP の法規制等の情報」を参照してください。 

 

１）SDS 要素データを検索します。（①）  （参照 2．7．2．SDS 要素データを検索する。） 

２）対象データを選択します。（②） 

３）「CAS RN に基づく法律情報等の紐づけ」ボタンを押下します。（③） 

 

 
 

４）処理が完了したデータには「済」が表示されます。 

 
 

５）混合物の組成物質に法律等の対象物質がある場合、SDS 要素の「3.組成及び成分情報」、「15.適用法

令」等の項目に該当する情報が反映されます。 

SDS 要素の確認方法は（2．7．3．SDS 要素の詳細情報を確認する。）をご参照ください。 

 

①  

③  

②  
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NITE-Gmiccs操作説明書 

 p. 120 

 

2．7．6．GHS 分類結果に基づく注意書き文言等の紐づけを実行する。 

 

GHS の危険有害性区分に割り当てられた注意書きのコード（P コード）に規定されている文言を参考情報として

SDS 要素の各項目に記載できます。 

詳細は、「補足事項 6. SDS 要素に上書きされる注意書き（P コード）について」を参照してください。 

 

１）SDS 要素データを検索します。（①）  （参照 2．7．2．SDS 要素データを検索する。） 

２）対象データを選択します。（②） 

３）「GHS 分類結果に基づく注意書き文言等の紐づけ」ボタンを押下します。（③） 

 

 
 

４）処理が完了したデータには「済」が表示されます。 

 
 

５）混合物の GHS 分類結果に基づき割り当てられる注意書きのコード（P コード）がある場合は、SDS 要素の

「4.応急措置」、「5. 火災時の措置」、「6.漏出時の措置」等の項目に P コードに紐づく文言が反映されます。 

SDS 要素の確認方法は（2．7．3．SDS 要素の詳細情報を確認する。）をご参照ください。 

 

③  

②  

①  
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2．7．7．SDS 様式を出力する。 

１）出力対象の SDS 要素データを検索します。（参照 2．7．2 SDS 要素データを検索する。） 

２）混合物一覧で SDS 様式出力する混合物にチェックをいれ、「SDS 様式の出力」ボタンを押下します。 

 

 
 

３）データが、ZIP に出力されます。 

 
 

 

 

 

 

  

 ●SDS 様式シートは、1 データを 1Excel ファイルで作成します。 

 ●複数の Excel ファイルをまとめて ZIP ファイルでダウンロードできます。 
メモ 
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4）ダウンロードファイルは、ご利用 PC のダウンロードフォルダに作成されます。 

 

         
  

（解凍後の）ファイル名は、下記ルールに従い作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

5）解凍後のファイルは、Microsoft Excel で確認できます。 

 
  

 ●ファイル名 

 SDS＋（混合物（製品）ID）＋（判定ルール）＋（言語）+（yyyymmddhhnn）.xlsx 

  例）SDS_00000000002_JIS_JP_202104011342.xlsx 

    ※2021 年 4 月 1 日 13:42 に出力 

メモ 
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2．7．8．SDS 様式を CSV 出力する。 

１）SDS 要素データを検索します。（参照 2．7．2．SDS 要素データを検索する。）   

２）出力したい混合物にチェックし、エクスポート ボタンを押下します。 

 

 
 

３）選択したデータが、まとめて ZIP に出力されます。 

 

 
 

 

 

 

 

  

 ●SDS 要素は、1 データを 1CSV ファイルで作成します。 

 ●複数の CSV ファイルをまとめて ZIP ファイルでダウンロードできます。 

メモ 
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4）ダウンロードファイルは、ご利用 PC のダウンロードフォルダに作成されます。 

   

 
（解凍後の）ファイル名は、下記ルールに従い作成されます。 

 

 

5）解凍後のファイルは、Microsoft Excel 等で確認できます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ●出力ファイルは、STEP5 画面の「対象となる混合物（製品）の SDS 要素をインポートする 

(Step5 出力 CSV)」から取り込み可能です。 
メモ 

  ●ファイル名 

  （固定文字：SDS）＋（混合物 ID）＋（判定ルール）＋ 

      （出力日付時間：yyyymmddhhnn）.csv 

  例）SDS_XXXXXX_JIS_202204011342.csv 

       ※2022 年 4 月 1 日 13:42 に出力 

メモ 
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2．7．9．SDS 要素情報を一括登録する。 

 

 １）STEP５の下記画面から実行します。 

インポートファイルは STEP５で出力したエクスポートファイルを利用可能できます。 

  テンプレート：テンプレートファイルをダウンロード可能です。 

 
 

 ２）処理条件（差分・全件置換）（全要素置換・一部要素置換）選択後、 

  インポートボタンを押下します。 

 
 ３）インポートファイルを選択して、処理を実行します。 

 
 

 

 

  

  ●インポートファイルは、複数ファイルの指定が可能です。 

メモ 
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 ４）処理結果をメッセージで確認します。 

  （エラー発生時：発生箇所で処理中断） 

 
 

  （正常終了時：取り込み件数を表示します） 
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補足事項 1. 臓器種名統合機能 

特定標的臓器毒性(単回ばく露、反復ばく露)の分類結果として表示される臓器種名を、本システムの独自基準に従

い、系統ごとに統合することが可能です。 

 

 (統合前 例) 

  特定標的臓器毒性・単回ばく露 区分 1(呼吸器、上気道、神経系、中枢神経、脳) 

   ↓ 

 (統合後 例) 

  特定標的臓器毒性・単回ばく露 区分 1(呼吸器系、神経系) 

 

臓器種名統合機能の ON/OFF については「2．5．2．分類判定を実施する。」を参照して下さい。 

統合内容の詳細については「別紙 標的臓器統合について」を参照して下さい。 

 

補足事項 2. 注意書き絞り込み機能 

注意書きの絞り込みについては、CLP 規則(Regulation(EC) No 1272/2008)に対応した表示と包装の手引き

(原題：Guidance on Labelling and Packaging in accordance with Regulation(EC) No 1272/2008)

「7.CLP ハザードラベルの注意書き選定の手引き」を参考に、国際 GHS 文書改訂 4 版の注意書きを考慮し、かつ、

記載レベルを 4 段階に選別しています。4 段階のレベルは以下の通りであり、数値が小さいほどラベルへの記載の優先

順位が高くなります。 

 

 1．(一般工業用途として)強く推奨 

 2．(1 以外への用途を考慮して)強く推奨 

 3．推奨 

 4．任意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意書き絞り込みの既定値の設定については「2．6．2．1．ラベルを更新する。」を参照して下さい。選別内容の

詳細については「別紙 注意書きフレーズの絞り込みについて」を参照して下さい。 

 

レベル 4 

レベル 3 

レベル 2 

レベル 1 ①強く推奨 

②強く推奨(条件付き) 

③推奨 

④任意 
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補足事項３. 「水」の GHS 分類情報について 

 

政府による GHS 分類結果では「水（CAS：7732-18-5）」は分類されておりませんが、本システムでは、デフォルト

で「水」の登録をしています。「水」の GHS 分類結果については全て「区分に該当しない」または「区分に該当しない

（分類対象外）」としております。 

 

 

補足事項４. 国連番号とは 

 

輸送上での危険性がある化学物質、製品に付与される番号で、国連番号が付与された化学物質、製品は、輸送上

の危険性があると判断されます。本システムでは国連番号から GHS の物理化学的危険性を類推する機能が実装さ

れていますので、混合物（製品）に国連番号が付与されていた場合は、必ず入力して下さい。 
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補足事項 5. Gmiccs で参照可能な NITE-CHRIP の法規制等の情報 

 

混合物に含まれる組成成分の CAS 登録番号が NITE-CHRIP に掲載されている一部法律リストに該当する場合は

SDS の項目に情報を出力します。 

※NITE-CHRIP に収載されている情報は一部にすぎませんので、不足する情報は追記をお願い致します。また CAS

登録番号で紐づかない場合は判定できません。詳細は NITE-CHRIP のリストを参照ください。 

 

NITE-CHRIP に掲載されている 
一部の法律情報等 

SDS 要素 
出力項目 

SDS 要素 
出力小項目 

化審法：第一種特定化学物質 １５．適用法令 その他の国内法令 

化審法：既存化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号

（化審法） 
 化審法：新規公示化学物質（2011 年

4 月 1 日以降届出）  ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号

（化審法） 
 化審法：新規公示化学物質（2011 年

3 月 31 日以前届出）  ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号

（化審法） 

安衛法：名称公表化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号

（安衛法） 

安衛法：新規名称公表化学物質  ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号

（安衛法） 

化管法 １５．適用法令 化学物質排出把握管

理促進法 (PRTR 法) 

毒物及び劇物取締法 １５．適用法令 毒物及び劇物取締法 

安衛法：表示対象物、通知対象物 １５．適用法令 労働安全衛生法 

安衛法：特定化学物質障害予防規則 １５．適用法令 労働安全衛生法 

大気汚染防止法 １５．適用法令 その他の国内法令 

水質汚濁防止法 １５．適用法令 その他の国内法令 

土壌汚染対策法 １５．適用法令 その他の国内法令 

日本産業衛生学会：許容濃度 ８．ばく露防止及び保護措置 許容濃度 

REACH：高懸念物質（SVHC） １５．適用法令 その他の国内法令 
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補足事項 6. SDS 要素に上書きされる注意書き（P コード）について 

 

混合物の GHS 分類結果に GHS が推奨する注意書きのコード（P コード）が紐づく場合は規定されている文言を下

図に従って SDS の各項目に出力します。 

 

※それぞれの P コードで規定する文言を SDS 要素のどの小項目に出力するのかについては NITE で細かく設定を行っ

ています。詳細については NITE-Gmiccs の「使い方」に掲載されているファイルをご参照下さい。 

 

GHS/JIS で定められた 

注意書きコードの種類 
該当する P コード 

SDS 要素 

出力項目 

安全対策の注意書きコード P2XX 
７．取扱い及び保管上の注意 

８．ばく露防止及び保護措置 等 

応急措置の注意書きコード P3XX 

４．応急措置 

５．火災時の措置 

６．漏出時の措置 

保管（貯蔵）の注意書きコード P4XX ７．取扱い及び保管上の注意 

廃棄の注意書きのコード P5XX １３．廃棄上の注意 

 

 

【改訂履歴】  

改定日付 改定箇所 改定理由 版 

2021.3.31 全般  初版 

2021.4.28 全般 スクリーンショット、文言の変更等、軽微な修正のため 1.01 

2022.3.31 全般 システム新機能追加（SDS 様式出力）のため項目追加  

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 


